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にこにこ　いきいき　みんなでつくろう　やさしいまち

　
５
月
13
日
に
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
小
ホ
ー

ル
で
「
地
域
福
祉
活
動
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
福
祉
委
員
や
地
域
住
民
な
ど
１
１
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
の
新
崎
国
広
氏
は
、
「
地
域
で
の
支
え

合
い
活
動
は
『
発
見
力
・
見
守
り
力
』
で
あ

り
、
ご
近
所
で
の

支
え
合
い
を
大
切

に
、
顔
が
見
え
る

社
会
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」

と
話
さ
れ
、
地
域

福
祉
活
動
へ
の
関

心
が
高
ま
る
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
活
動
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た
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ピオーラちゃん

楽
し
い
助
け
合
い
活
動
!!

　地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
す
す
め

社協は、地
域福祉

（助け合
いの地域

づくり）に

　　取り
組む団体

です！



　
６
月
23
日
を
も
っ

て
、
会
長
職
及
び
理
事

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
約
８
年
間
、
新
見
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
会

長
と
し
て
様
々
な
地
域
に
伺
い
、
多
く
の
皆
さ
ま
と

お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
二
度
の
水

害
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
な
ど
の
苦
難
も

あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
在
任
中
に
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
皆
さ
ま
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
　

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
６
月
23
日
に
本
会
の
役
員
（
理
事
・
監
事
）

と
評
議
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、理
事
の
互
選
に
よ
り
、新
た
な
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
前
会
長
　
逸
見
　
孝
明

役
員
・
評
議
員
改
選
の
お
知
ら
せ

大
本
　
正
治

（
社
会
福
祉
事
業
精
通
者
）

中
西
　
崇
陽

（
財
務
管
理
精
通
者
）

監
事
（
任
期
２
年
間
）

石
田
　
　
實  

（
行
政
関
係
者
）

船
越
　
孝
則  

（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

藤
村
　
　
晃  
（
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
）

佐
熊
　
喜
恵  
（
社
会
福
祉
活
動
関
係
者
）

宮
﨑
方
佐
子  

（
同
）

家
本
　
光
子  

（
同
）

田
中
　
康
信  

（
学
識
経
験
者
）

会
　
長
　
矢
田
貝
　
誠
（
学
識
経
験
者
）

副
会
長
　
小
村
　
幸
男
（
同
）

常
務
理
事
　
髙
瀬
　
広
視
（
同
）

理
事
（
任
期
２
年
間
）

吉
田
　
直
記

村
上
　
　
平
　
　
山
本
　
健
二

田
中
　
啓
子
　
　
山
本
　
知
久

村
下
　
英
二
　
　
平
田
　
基
昭

橋
本
　
二
郎
　
　
小
川
　
　
操

下
田
　
泰
久
　
　
竹
本
　
行
男

吉
田
　
宥
正
　
　
垰
　
　
俊
二

安
藤
　
暢
重
　
　
森
岡
　
繁
信

小
林
　
則
子
　
　
笹
田
　
礼
子

 
 

稲
岡
　
勝
真

森
　
　
天
成

谷
本
　
隆
之

評
議
員
（
任
期
４
年
間
）

　
こ
の
度
、
理
事
の
皆
さ
ま
の
推
薦
に
よ
り
新
見
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
長
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
使
命
と
す
る
団
体

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
や
関
係
機
関
と
の
協
働
に
よ
り
、
各

地
区
に
お
け
る
見
守
り
活
動
や
支
え
合
い
活
動
な
ど
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
、

地
域
住
民
が
お
互
い
を
気
に
か
け
合
う
意
識
・
活
動
は
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
や
、
認
知
症
な
ど
で
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
の
支
援
、
災
害
時
の
被
災
者
支
援
な
ど
、
本

会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
見
市
の
福
祉
を
一
歩

で
も
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
微
力
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
会
に
対
す
る
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
会
長
　
矢
田
貝
　
誠

就
任
の
あ
い
さ
つ

♦ 

社
会
福
祉
施
設
役
職
員

♦ 

民
生
委
員
児
童
委
員

♦ 

社
会
福
祉
活
動
関
係
者

♦ 

教
育
関
係
者

♦ 

学
識
経
験
者

♦ 

行
政
関
係
者
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地域運営組織が新たに設立されました
　
大
井
野
地
区
で
、
地
域

運
営
組
織
「
大
井
野
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
運
営
組
織
は
、
新

見
市
版
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
地
域
独

自
の
課
題
解
決
や
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
住
民
主

体
の
組
織
で
す
。

　
大
井
野
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
は
、「
長
生
き
で
き

る
支
え
合
い
の
お
〜
い
の
」

を
目
指
す
将
来
像
に
掲
げ
、

住
民
同
士
が
支
え
合
い
な

が
ら
元
気
に
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
地
域
に
な
る
よ
う
、

つ
な
が
り
の
構
築
や
新
た

な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
で
は
、
組
織
設
立

後
も
地
域
福
祉
活
動
推
進

の
た
め
、
各
組
織
の
福
祉

部
会
な
ど
と
連
携
し
、
地

域
で
の
支
え
合
い
活
動
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

■設　立：令和７年４月27日
■代　表：髙下　瀧昇　会長
■目指す将来像
　『長生きできる
　　　　支え合いのお～いの』

大井野地区
社会福祉協議会

新見市社会福祉協議会 会員加入のお願い新見市社会福祉協議会 会員加入のお願い

　本会では、毎年７月に市民の皆さまや市内の企業・団体などに対して、社協会員への加入を
依頼しています。
　社協会員会費は、地域福祉活動を行う上での貴重な財源になるとともに、社協会員になって
いただくことは、住民の皆さまが地域福祉活動に参加されることにもなります。
　今年度も、ひとりでも多くの皆さまに会員にご加入いただき、地域福祉活動の推進にご支援・
ご協力をいただきますようお願いします。

　令和６年度の会員会費の総額は 8,373,500 円でした。この貴重な会費は、本会が行う地域
福祉推進のための事業や、地区社協等住民による身近な地域活動に活用いたします。
　ご協力ありがとうございました。

普通会員

賛助会員

特別会員

1,000 円

3,000 円

5,000 円

世帯単位で加入

活動に賛同いただける個人など

市内に活動拠点を持つ企業･団体など

会員種類 会費年額（一口） 内 容

～みなさまの会費がにいみの福祉を支えています～
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収入の部：336,269,986円

支出の部：343,512,385円

・会費収入………………………　8,373,500 円

・共同募金配分金収入………　8,805,565 円

・障害福祉サービス等事業収入…　2,764,120 円

・その他活動による収入……  1,469,080 円

・寄付金収入………………  3,725,034 円

・受託金収入……………… 65,309,630 円

・事業収入………………… 9,515,476 円

・補助金収入………………  86,460,513 円

・介護保険事業収入……　148,854,342 円

・その他の事業活動収入……　992,726 円

法人運営事業　 98,790,729 円

地域福祉推進事業　8,891,264 円 受託事業　 74,643,809 円

　本会の運営経費や地域福祉センターの管理
費、広報紙の作成費用、福祉大会の費用に
使用しました。
　また、地区社協や福祉団体、敬老会への助成
を行いました。

　多くの市民・市内企業の皆さまにご協力
いただいた社協会員会費や赤い羽根共同募金
配分金などを財源として、地域福祉の推進に
取り組みました。

◎福祉委員の設置･活動支援
　・福祉委員の設置（743 地区 827人）
　・福祉連絡会の開催（延べ 62回、1,526 人参加）
◎友愛訪問事業（5,719 回訪問）
◎歳末たすけあい訪問（1,267世帯）
◎災害ボランティア養成事業（養成講座 50 人
　参加、ボランティア登録　個人 52 人・団体
　2団体）
◎夏のボランティア体験（中高生 44人が参加）
◎小学生ちょボラ運動（15 校 372 人が実施）
◎心配ごと相談の実施 (12 回 )

　新見市などから生活に困窮する人の相談支援事業や、支え合い活動促進などの事業を受託し、
きめ細やかな相談支援、支え合いの地域づくりに取り組みました。

■新見市受託事業
◎生活困窮者自立相談支援・家計改善支援
　 　「新見市生活相談支援センター」で、生活や
　家計の管理に不安を抱える人の相談に応じ、
   自立した暮らしに向けた支援を実施しました。
　（相談件数 2,097件）
◎法人後見・権利擁護推進事業
　　成年後見制度の普及に努めるとともに、法人
　として成年後見制度による支援が必要な人の
　後見を受任し、必要な支援を行いました。
　（3月末受任件数 27件、相談件数 191件）
◎生活支援コーディネーター配置事業
◎小地域ケア会議の実施（市内 34地区）
◎地区社協等の地域組織支援
◎ふれあいサロンの推進（市内 67 箇所、延べ
　579 回開催、6,002 人参加）
◎ピオーラカフェ（認知症カフェ）の実施
　（延べ 6回開催、189人参加）
◎ひとり暮らし高齢者訪問（延べ 5,806 件）
◎無料法律相談開催（12回開催、相談 73件）
◎なんでも相談会の開催 (2 回、相談 48件 )
◎福祉車両等貸出（福祉車両貸出 46 回、ボラ
　ンティア車両貸出 66 回）
◎手話通訳者養成事業（11人受講、9人修了）

■岡山県社会福祉協議会受託事業
◎日常生活自立支援事業
　 　判断能力が不十分な人の金銭管理、各種
　手続きの支援を行いました。（利用者数28人）
◎生活福祉資金貸付事業
　 　低所得者、障がい者、高齢者の人で、他
　から援助を受けることができない人への生活
　に必要な相談支援を行いました。（相談件数
　25 件）
　 　新型コロナ特例貸付を行った人への状況
　確認・相談対応などを行いました。（訪問・
　電話等194件）

介護サービス等事業 161,186,583 円

　介護認定を受けた人に、在宅での生活に必要
な介護サービスを提供しました。
◎居宅介護支援
　（ケアプラン作成等　延べ 2,907 件）
◎訪問介護
　（ホームヘルプサービス　延べ 6,082 回）
◎通所介護（デイサービス　延べ 10,114 回）
◎訪問入浴介護（延べ 190 回）

　障がいのある人への介護サービスや、産後
等に支援が必要な人の生活支援サービス、介護
者交流事業を実施しました。
◎障がい者ホームヘルプサービス（延べ294回）
◎障がい者デイサービス（延べ 55回）
◎障がい者訪問入浴サービス（延べ 50 回）
◎産後･子育て支援ヘルパー訪問（延べ 24回）
◎介護者のつどい･くつろぎの家（延べ2回開催、
　33人参加）

前期末支払資金残高（前期末繰越金）61,687,485 円
当期資金収支差額（収入－支出）　　△7,242,399 円

当期末支払資金残高（次年度繰越金）
54,445,086 円

６月 6日の理事会、６月23日の評議員会で令和６　　 年度の事業報告と収支決算が承認されました。その概要を報告します。

新見市社会福祉協議会　事業報告・資金収支決算報告令和６年度

ふれあいサロンの様子（ぷらざサロン）

夏のボランティア体験の様子
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収入の部：336,269,986円

支出の部：343,512,385円

・会費収入………………………　8,373,500 円

・共同募金配分金収入………　8,805,565 円

・障害福祉サービス等事業収入…　2,764,120 円

・その他活動による収入……  1,469,080 円

・寄付金収入………………  3,725,034 円

・受託金収入……………… 65,309,630 円

・事業収入………………… 9,515,476 円

・補助金収入………………  86,460,513 円

・介護保険事業収入……　148,854,342 円

・その他の事業活動収入……　992,726 円

法人運営事業　 98,790,729 円

地域福祉推進事業　8,891,264 円 受託事業　 74,643,809 円

　本会の運営経費や地域福祉センターの管理
費、広報紙の作成費用、福祉大会の費用に
使用しました。
　また、地区社協や福祉団体、敬老会への助成
を行いました。

　多くの市民・市内企業の皆さまにご協力
いただいた社協会員会費や赤い羽根共同募金
配分金などを財源として、地域福祉の推進に
取り組みました。

◎福祉委員の設置･活動支援
　・福祉委員の設置（743 地区 827人）
　・福祉連絡会の開催（延べ 62回、1,526 人参加）
◎友愛訪問事業（5,719 回訪問）
◎歳末たすけあい訪問（1,267世帯）
◎災害ボランティア養成事業（養成講座 50 人
　参加、ボランティア登録　個人 52 人・団体
　2団体）
◎夏のボランティア体験（中高生 44人が参加）
◎小学生ちょボラ運動（15 校 372 人が実施）
◎心配ごと相談の実施 (12 回 )

　新見市などから生活に困窮する人の相談支援事業や、支え合い活動促進などの事業を受託し、
きめ細やかな相談支援、支え合いの地域づくりに取り組みました。

■新見市受託事業
◎生活困窮者自立相談支援・家計改善支援
　 　「新見市生活相談支援センター」で、生活や
　家計の管理に不安を抱える人の相談に応じ、
   自立した暮らしに向けた支援を実施しました。
　（相談件数 2,097件）
◎法人後見・権利擁護推進事業
　　成年後見制度の普及に努めるとともに、法人
　として成年後見制度による支援が必要な人の
　後見を受任し、必要な支援を行いました。
　（3月末受任件数 27件、相談件数 191件）
◎生活支援コーディネーター配置事業
◎小地域ケア会議の実施（市内 34地区）
◎地区社協等の地域組織支援
◎ふれあいサロンの推進（市内 67 箇所、延べ
　579 回開催、6,002 人参加）
◎ピオーラカフェ（認知症カフェ）の実施
　（延べ 6回開催、189人参加）
◎ひとり暮らし高齢者訪問（延べ 5,806 件）
◎無料法律相談開催（12回開催、相談 73件）
◎なんでも相談会の開催 (2 回、相談 48件 )
◎福祉車両等貸出（福祉車両貸出 46 回、ボラ
　ンティア車両貸出 66 回）
◎手話通訳者養成事業（11人受講、9人修了）

■岡山県社会福祉協議会受託事業
◎日常生活自立支援事業
　 　判断能力が不十分な人の金銭管理、各種
　手続きの支援を行いました。（利用者数28人）
◎生活福祉資金貸付事業
　 　低所得者、障がい者、高齢者の人で、他
　から援助を受けることができない人への生活
　に必要な相談支援を行いました。（相談件数
　25 件）
　 　新型コロナ特例貸付を行った人への状況
　確認・相談対応などを行いました。（訪問・
　電話等194件）

介護サービス等事業 161,186,583 円

　介護認定を受けた人に、在宅での生活に必要
な介護サービスを提供しました。
◎居宅介護支援
　（ケアプラン作成等　延べ 2,907 件）
◎訪問介護
　（ホームヘルプサービス　延べ 6,082 回）
◎通所介護（デイサービス　延べ 10,114 回）
◎訪問入浴介護（延べ 190 回）

　障がいのある人への介護サービスや、産後
等に支援が必要な人の生活支援サービス、介護
者交流事業を実施しました。
◎障がい者ホームヘルプサービス（延べ294回）
◎障がい者デイサービス（延べ 55回）
◎障がい者訪問入浴サービス（延べ 50 回）
◎産後･子育て支援ヘルパー訪問（延べ 24回）
◎介護者のつどい･くつろぎの家（延べ2回開催、
　33人参加）

前期末支払資金残高（前期末繰越金）61,687,485 円
当期資金収支差額（収入－支出）　　△7,242,399 円

当期末支払資金残高（次年度繰越金）
54,445,086 円

６月 6日の理事会、６月23日の評議員会で令和６　　 年度の事業報告と収支決算が承認されました。その概要を報告します。

新見市社会福祉協議会　事業報告・資金収支決算報告令和６年度

ふれあいサロンの様子（ぷらざサロン）

夏のボランティア体験の様子
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～ 各種研修会を開催します ～

　毎年全国各地で発生する自然災害。明日は我が身かもしれません。災害ボランティアの経
験豊かな日野ボランティア・ネットワークの山下代表から、被災地の実例にそった講話を聴き、
わが身も地域もみんなで守る備えをしましょう。

■日　　時：９月 11日（木）　18：30～ 20：30
■場　　所：  新見市地域福祉センター
■講　　演：「協働・連携してみんなで取り組む災害時の支援活動」
　　　　　　 講　　師：日野ボランティア・ネットワーク　山下　弘彦　代表

災害ボランティア養成講座 ～みんなで取り組む　災害時の支援～

　日頃の活動を共有し、楽しくいきいきと集う場を地域に広げていきましょう。
　ふれあいサロンの代表者やサロンに関心がある人など、どなたでも参加いただけます。

■日　　時：７月 30日（水）　9：30 ～11：30
■場　　所： 新見市地域福祉センター　

●開催内容
体験発表　  実際の取組から学べるヒントがいっぱい！

意見交換会　  お互いの悩みや工夫を共有しましょう

サロングッズ展示・体験コーナー　  使ってみて納得！すぐに取り入れられるアイディアも

ふれあいサロン交流会

●申し込み・問い合わせ先：地域福祉推進課（☎72-7306）

　誰もが権利や意思が尊重される地域社会づくりをめざし、成年後見制度に関するセミナー
を開催します。司法書士による講演のほか、市民後見人による活動発表があります。
　お気軽にお越しください。

■日　　時：９月８日（月）　13：30 ～15：30
■場　　所：  新見市地域福祉センター
■講　　演：「成年後見制度と市民後見人について」
　　　　　　 講　　師：鈴木優介事務所　
　　　　　　　　　　　 司法書士　鈴木　優介 氏
■活動発表：「市民後見人になって感じていること」
　　　　　　 発 表 者：市民後見人　村上　公江 氏

にいみ権利擁護推進セミナー
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各センターでは、相談者の困りごとや不安に思っていることなどを聞き、
専門職や関係機関と連携して必要な支援を行います。

♦家計改善支援：家計の立て直しなどの支援

♦就労支援：仕事さがしのお手伝い

♦緊急支援：食料などの一時支援

新見市生活相談支援センター
生活
困窮

♦成年後見制度に関する相談

・制度の概要、申立の方法

・申立書作成についての助言など

新見市成年後見相談センター
権利
擁護

　本会では「新見市生活相談支援センター」と「新見市成年後見相談センター」を中心に、
あらゆる相談に応じ、断らない、そして相談者に寄り添ったきめ細やかな相談支援を行っています。

相談窓口のお知らせ

新見市社会福祉協議会（新見市金谷 640-1　新見市地域福祉センター内）　　　　　

●新見市生活相談支援センター　電話 0867-88-6588
●新見市成年後見相談センター　電話 0867-72-7306
　　　　　 月曜日～金曜日　9:00～17:00
　　　　　　 （土・日・祝祭日を除く）
受付時間

ご
相
談
は
こ
ち
ら
へ

※予約先  ☎72-7306  地域福祉推進課

７月 16日  （水）
８月 20日  （水）

10：00～15：00
10：00～15：00

心配ごと相談 場所：新見市役所南庁舎

相談会を開催します
新見市地域
福祉センター場所：法律相談（要予約）

７月 16日  （水）

８月 20日  （水）

9：00～12：00

9：00～12：00

相談無料
秘密厳守

お
気
軽
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

みんなの“これから”を
　いっしょに考えよう♪

　
５
月
14
日
に
、
備
北
信
用
金
庫
新
見
営
業
部
で
、
成
年

後
見
制
度
に
関
す
る
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
信
用
金
庫
職
員
の
皆
さ
ん
に
、
成
年
後
見
制

度
の
概
要
の
ほ
か
、
制
度
利
用
が
必
要
な
人
や
、
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
で
生
活
が
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
る
か
な
ど

に
つ
い
て
事
例
を
通
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
の
た
め
に
、

各
種
団
体
の
会
議
や
集
い
の
場
な
ど
に
出
向
い
て
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
出
前
講
座

を
希
望
の
場
合
は
地
域
福
祉
推
進
課
（
☎
７
２‒
７
３
０
６
）

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
出
前
講
座
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）

ご寄付ありがとうございました。ご寄付ありがとうございました。
　令和７年4月１日から5月31日までに、本会に寄せられたご寄付について報告します。　令和７年4月１日から5月31日までに、本会に寄せられたご寄付について報告します。
（敬称略・順不同）（敬称略・順不同）

６
人
　
57
点

ピオーラカフェ開催のお知らせ

期　日：７月23日（水）
　　　　13:30 ～15:30

場　所：新見市地域福祉センター

内　容：ピオーラカフェ夏祭り
　　　　・縁日風簡単レクリエーション
　　　　大学生企画コーナー　など

参加費：２００円（申し込み不要）

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
へ
食
料
等
の
寄
付

【
一
般
寄
付
】

哲
多
町
荻
尾　

小
郷
　
静
子

（
満
１
０
０
歳
祝
い
の
お
礼
）

哲
西
町
上
神
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手
作
り
特
産
物
市
場

（
閉
店
の
た
め
）

大
佐
田
治
部　

薪
ス
ト
ー
ブ
の
会

【
そ
の
他
】

哲
多
町
本
郷　

瀧
口
　
高
利

（
車
い
す
１
台
寄
付
）
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